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新型コロナウイルスによる感染は、中国の他、２８の国と地域に拡大しています。我が国でも、

クルーズ船の乗客・乗員以外に、国内各地で感染が確認されており、感染経路を追えていないケ

ースも報告されています。外食事業者におかれては、従業員の健康チェック、手洗い、消毒、咳

エチケット等、通常の衛生管理の徹底やお客様への手洗い・消毒の推奨等、冷静な対応をお願い

します。 

厚生労働省は、イベント等開催について「主催者においては、感染拡大の防止という観点から、 

感染の広がり、会場の状況等を踏まえ、開催の必要性を改めて検討していただくようお願いしま

す。なお、イベント等の開催については、 現時点で政府として一律の自粛要請を行うものではあ

りません」とするメッセージを出しています。 

なお、このメッセージは「新型コロナウイルス感染症の今後の感染の広がりや重症度を見なが

ら適宜見直す」としています。 

 

■ イベントの開催に関する国民の皆様へのメッセージ （令和２年２月20 日・厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000598623.pdf 

▪ 新型コロナウイルス感染症についての相談・受信の目安  

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000596905.pdf 

 

■ 新型コロナウイルス感染症についてのQ&A（厚生労働省・更新されています） 

▪ 新型コロナウイルスに関するQ&A（一般の方向け） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html 

▪ 新型コロナウイルスに関するQ&A（企業の方向け） 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00007.html 

 

※ 本ニュースレターは、情報共有を図るため、JF会員にお送りしています。 

この件については、JFと食の安全・安心財団が連携して情報の収集に努めています。 

お問い合せはJF事務局：田村（03-5403-1060）、財団事務局：中村（03-5403-1064）にお願いします。 

■ 関係機関のリンク先は、財団ホームページにも一覧を掲載しています。 

http://anan-zaidan.or.jp/ 



 

 

 

 

イベントの開催に関する国民の皆様へのメッセージ 

令和２年２月20日 

 

  新型コロナウイルスの感染の拡大を防ぐためには、今が重要な時期

であり、国民や事業主の皆様方のご協力をお願いいたします。  

  最新の感染の発生状況を踏まえると、例えば屋内などで、お互いの

距離が十分にとれない状況で一定時間いることが、感染のリスクを高

めるとされています。 

  イベント等の主催者においては、感染拡大の防止という観点から、

感染の広がり、会場の状況等を踏まえ、開催の必要性を改めて検討し

ていただくようお願いします。なお、イベント等の開催については、

現時点で政府として一律の自粛要請を行うものではありません。 

  また、開催にあたっては、感染機会を減らすための工夫を講じてい

ただきたい。例えば、参加者への手洗いの推奨やアルコール消毒薬の

設置、風邪のような症状のある方には参加をしないよう依頼をするこ

となど、感染拡大の防止に向けた対策の準備をしていただきたい。 

  国民の皆様においては、風邪のような症状がある場合は、学校や仕

事を休み、外出を控えるとともに、手洗いや咳エチケットの徹底など、

感染拡大防止につながる行動にご協力をお願いします。特に高齢の方

や基礎疾患をお持ちの方については、人込みの多いところはできれば

避けていただくなど、感染予防に御注意いただくよう、お願いいたし

ます。 

  そのためには、学校や企業、社会全体における理解に加え、生徒や

従業員の方々が休みやすい環境整備が大切であり、テレワークや時差

通勤も有効な手段であります。関係の皆様のご協力をお願いいたしま

す。 

  なお、新型コロナウイルス感染症の今後の感染の広がりや重症度を

見ながら適宜見直すこととしています。 




